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そ
乙
で
こ
れ
を
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
一
そ
の
後
、
国
の
指
示
等
に
ょ
う
て
財
一
し
た
。

き
ま
す
と
上
水
道
事
業
会
計
の
波
綻
が
一
政
再
建
計
画
を
た
て
ま
し
た
が
、
乙
の
一
し
か
し
な
が
ら
こ
の
再
建
計
画
を
な

予
慰
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
止
む
を
得
ず
一
計
画
は
十
一
月
七
日
付
魚
津
市
告
示
第

一
し
と
げ
る
た
め
に
は
、

大
き
な
忍
耐
と

前
記
の
赤
字
額
を
一
般
会
計
で
補
う
こ
一
三
十
号
で
公
表
し
た
よ
う
に
九
月
十
七
一
努
力
が
必
要
で
あ
り
ま
し
て
こ
乙
当
分

と
に
し
ま
し
た
の
で
、
昭
和
三
十
三
年
一
日
付
で
承
認
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
緊
縮
財
政
を
堅
持
し
て
行
か
ね
ば
な
り

度
末
で
赤
字
額
の
合
計
は
九
千
四
百
二
一
な
お
、
財
政
再
建
計
画
の
策
定
に
つ
一
ま
せ
ん
o

即
ち
今
日
か
ら
六
ヶ
年
間
不

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
昭
和
三
一
い
て
は
今
後
の
建
設
事
業
の
施
行
も
考
一
自
由
と
困
苦
に
耐
え
忍
ん
で
行
く
こ
と

十
三
年
度
末
の
未
返
済
の
市
債
お
よ
び
一
慮
し
て
赤
字
解
消
の
期
間
を
昭
和
三
十
一
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
将
来
の
明
る
い

|
|
一
地
先
立
替
に
よ
る
借
入
金
を
加
え
ま
す
一
四
年
度
か
ら
昭
和
三
十
九
年
度
ま
で
の
一
希
望
と
市
勢
の
発
展
を
招
来
す
る
唯
一

一
と
五
億
二
千
七
百
七
十
七
万
円
(
上
水
一
六
ヶ
年
間
と
し
て
、
歳
入
に
つ
い
で
は
一
の
途
な
の
で
あ
り
ま
す
。
何
と
ぞ
市
民

一
道
、
簡
易
水
道
市
債
を
含
ま
な
い
)
に
一
市
税
お
よ
び
税
外
収
入
の
確
保
に
っ
と
一
の
皆
さ
ん
に
は
こ
の
趣
旨
を
お
諒
承
下

一
な
り
ま
す
リ
乙
れ
は
本
市
の
現
住
人
口
一
め
る
と
と
も
に
、
歳
出
に
つ
い
て
は
市
一
さ
い
ま
し
て
財
政
再
建
計
画
の
遂
行
に

一一

人
当
り
一
万
一
千
余
万
円
の
負
債
と

一
発
展
の
た
め
緊
要
と
認
め
ら
れ
る
建
設

一
絡
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

一
な

り

ま

す

。

一

事
業
に
重
点
を
お
き
、

人
件
費
、
物
件
一
す
。

一

以
上
の
よ
う
な
財
政
状
態
で
あ
り
ま
一

費
等
の
経
費
の
圧
縮
節
減
を
は
か
り
ま
一

一す
の
で
、

一
日
も
早
く
市
の
財
政
を
健
一

1
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1
1
1
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一
全
な
明
る
い
も

η
と
す
る
た
め
に
、
赤
一

一
字
を
計
閥
的
に
解
消
す
る
こ
と
が
緊
要
一

。

財

政

の

再

建

に

必

要

な

。

一
で
あ
り
ま
す
の
で
、
国
に
お
い
て
低
利
一
…

l
y
-
-
(
-
:
J
J
-
-
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t

一
院
認
可
日
間
持
臨
む

か

具

体

的

措

置

。

.

一
促
進
特
別
措
置
法
に
よ
っ
て
計
画
的
に

一

歳
出
の
抑
制
お
よ
び

一

ハ

、
常
勤
的
臨
時
職
員
に
つ
い
て

字

弓

E
jこお
い

て

は

、

弓

当

-

暗

芸

能

型

節
減
員
す
る
事
項

一

M

ふ
れ
品
開
設

事
業
施
行
以
来
一
億
七
千
万
円
の
市
債
一
て
、
地
方
財
政
再
建
促
進
特
別
措
置
法
一

1

、
消
費
的
経
費
の
抑
制
お
よ
び
節
減

一

緒
置
し
て
経
費
の
節
減
を
は
か

を
借
入
れ
て
事
業
の
完
成
を
見
ま
し
た
一
に
よ
り
ま
す
財
政
の
再
建
を
国
に
申
し
一
に
関
す
る
事
項

一

る。

が
、
昭
和
三
十
=
一
年
度
ま
で
三
千
九
百
一
で
ま
し
た
と
こ
ろ
六
月
十
五
日
付
で
再

一

村
人
件
費
の
抑
制
お
よ
び
節
減
に
関

一

同
物
件
費
の
抑
制
お
よ
び
節
減
に
関

二
十
六
万
円
の
赤
字
が
生
じ
ま
し
た
。
一
建
団
体
と
し
て
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
一
す
る
事
項

一

す
る
事
項

っ
，

tt's''sss''s's's'ss''ss's''s'sees's'''s't'l画
一

ィ

、

職
員
数
に
つ
い
て
は
、
昭
和

一

イ
、
物
件
費
に
つ
い
て
は
、
既
定

一

魚

津

市

告

示

第

三

十

号

一

一

三

十

四

年
度
に
お
い
て
人
員
整

一

規
模
に
と
ら
わ
れ
ず
徹
底
し
た

一

財

政

再

建

計

画

の

公

表

に

つ

い

て

二

理
を
断
行
す
る
と
と
も
に
、

再

一

消
費
規
制
を
行
い
、
こ
れ
を
庄

一

一

建

期

間

中

に

お

い
て
最
少
限
度

一

縮
す
る
。

一
魚
津
市
財
政
再
建
計
画
に
つ
い
て
昭
和
三
十
四
年
九
月
十
七
日
一
一
の
人
員
に
縮
減
す
る
よ
う
職
員

一

ロ
、
交
際
費
お
よ
び
食
糧
費
に
つ

一
付
自
治
庁
長
官
か
ら
承
認
が
あ
っ
た
の
で
地
方
財
政
再
建
促
進
特
一
一
定
数
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の

一

い
て
は
極
力
抑
制
す
る
。
そ
の

一
別
措
置
法
(
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
九
十
五
号
〉
沼
四
条
の
規
定
一
一
と
す
る
。

一

他
の
需
用
費
に
つ
い
て
は
、
定

一

に

よ

り

次

の

と

お

り

公

表

す

る

。

一

一

ロ
、
職
員
の
適
正
配
置
及
び
職
員

一

期
刊
行
物
の
整
理
、
電
話
の
減

一
一
の
新
陳
代
謝
の
促
進
等
の
措
置

一

少
、
市
外
通
話
の
制
限
、
諸
帳

一

昭

和

三

十

四

年

十

一

月

七

日

一

一
に
よ
り
給
与
貨
の
縮
減
に
っ
と

一

簿
の
簡
素
化
、
文
書
の
印
刷
お

魚

待

市

長

寺

問

太

吉

一

一

め

る

。

一

よ
ぴ
発
送
方
法
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合
理
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、
用
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一

回

予

算

執

行

の

合

理

化

に

関

す

る

万

一

般

財

源

支

出

額

の

総

額

を

定

方

針

一

針

め

、

こ

れ

が

支

出

の

抑

制

に

つ

課

税

標

準

の

捕

捉

と

徴

収

歩

合

の

一
イ
、
常
に
収
支
の
実
情
を
把

握

す

と

め

る

。

向

上

に

最

善
の
努
力
を
は
ら
い
基

一

る

と

と

も

に

、

歳

出

予

算

の

支

準

財

政

収

入

額

の

類

似

団

体

の

状

出

計

画

と

資

金

計

画

を

適

合

さ

況

と

比

較

検

討

し

、

通

常

の

成

績

せ
て
計
画
的
に
予
算
配
当
及
び

以
上
の
税
収
を
確
保
す
る
。

会

計

経

理

を

行

う

。

伺

税
外
収
入
の
増
加
お
よ
び
確
保
に

ロ
、
予
算
の
執
行
に
当
つ

て

は

、

関

す

る

方

針

一

歳

入

の

確

保

に

つ

と

め

る

と

と

ィ

、

法

令

に

も

と

ず

く

手

数

料

に

一

も

に

既

決

予

算

の

範

囲

内

に

お

つ

い

て

は

、

そ

の

最

高

限

度

額

一

い

て

、

極

力

経

費

の

効

率

化

を

を

確

保

す

る

と

と

も

に

、

そ

の

一

は

か

る

。

他

の

手

数

料

、

使

用

料

等

に

つ

一

工

蔵

出

の

抑

制

及

び

節

減

に

関

す

る

い

て

も

、

類

似

団

体

の

状

況

と

一

比
較
検
討
し
て
増
収
に
っ
と
一

寸
J

A
立

め
、
市
税
の
延
滞
金
及
び
加
算
一

村
消
費
的
経
費
の
抑
制
お
よ
び
節
減

金
等
の
収
入
に
つ
い
て
は
、
完

に
関
す
る
方
針

全
徴
収
を
は
か
る
。

ィ
、
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
各
行

、
市
有
財
・
腫
に
つ
い
て
は
、
処

政

部

門

に

お

け

る

事

務

員

と

乙

分

で

き

る

も

の

は

処

分

し

、

維

れ
に
対
応
す
る
職
員
定
数
及
び

持
管
理
費
の
節
減
を
は
か
る
。

臨
時
職
員
数
を
再
検
討
し
、
そ

・
の
結
果
生
ず
る
過
員
は
こ
れ
を

減
員
す
る
。

ロ
、
物
件
費
及
び
そ
の
他
の
消
費

的
経
費
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度

(毎月 1日発行)
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一
当
市
は
、
財
政
を
建
全
な
も
の
に
す
る
た
め
、
地
方
財
政
再
建
促
進
特
一

一
別
措
置
法
に
よ
り
財
政
の
再
建
を
申
請
し
て
お
り
ま
し
た
と
と
ろ
、
九
月
一

一
十
七
日
付
で
財
政
再
建
計
画
は
承
認
に
左
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ
ら
ま
一

一
し
を
次
に
公
表
し
ま
す
。

---'--ノ、
ヶ
年
間
に
赤
字
解
消

昭
和
二
十
七
年

四
月
合
併
新
設
さ

れ
て
か
ら
皆
さ
ん

の
ど
協
力
に
よ

り
、
新
し
い
市
の

建
設
の
た
め
に
種

々
事
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
の
乙
の

間
普
通
建
設
事
業

の
ほ
か
昭
和
二
十

七
年
の
大
水
害
や

昭
和
三
十
一
年
の

大
火
に
よ
る
復
興

事
業
等
も
あ
っ
て

十
六
億
五
千
九
百

余
万
円
の
事
業
を

実
施
し
て
お
り
ま

こ
の
事
業
費
の
財
源
に
つ
き
ま
し
て

は
、
限
ら
れ
た
市
税
等
の
収
入
で
は
到

底
全
部
の
経
費
を
賄
う
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
合
併
以
来
昭
和
三
十

ご一
年
度
ま
で
に
学
校
増
改
築
、
道
路
、

一
騎
総
の
新
設
や
改
良
、
都
市
計
画
、
公

一
川
四
位
宅
建
設
、
児
童
福
祉
施
設
お
よ
び

一
下
氷
道
唯
一寸
の
事
業
費
に
充
て
る
た
め
、

¥
/
一

一
億
四
千
二
十
八
万
円
、
水
害
復
旧
事

日
可

一
業
に
九
千
三
百
九
十
万
円
、
火
災
復
旧

日
一
昨
一
事
・
業
及
び
火
災
に
よ
る
学
校
等
の
復
旧

月
物

一

9
便
一

事
業
費
に
一
億
一
千
四
百
七
十
万
円
、

年
郵

一
災
害
公
営
住
宅
建
設
等
に
四
千
九
百
六

刀
直
一
十
万
円
、
合
計
三
億
九
千
八
百
四
十
八

和
三
一

間
第

一
万
円
の
市
債
を
借
入
れ
る
と
と
も
に
地

/
L
一
一一ん
立
替
の
刀
法
に
よ
り
一
億
三
千
九
百

一
十
凶
万
円
の
借
入
れ
を
し
て
事
業
を
行

一
っ
て
き
ま
し
た
。

一

こ

の
借
入
金
は
、
昭
和
三
十
三
年
度

一ま
で
に
一
億
凶
千
六
十
万
円
を
返
済
し

一
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
四
年
三
月
末
に

〉
一
は
、
合
併
の
際
引
継
い
だ
三
千
六
百
七

1
一
十
三
万
円
を
含
め
て
三
億
八
千
六
十
八

(
-
万
円
の
市
街
と
五
千
二
百
七
万
円
の
地

一山
立
替
に
よ
る
借
入
金
を
合
せ
て
四
億

魚

大

き

な

一一千
三
百
七
十
五
万
円
が
未
償
還
金
と

な
ワ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
事
業
費
は
昭
和
三
十
一
年
度

支
で
は
、
さ
き
に
述
べ
ま
し
た
市
債
ま

た
は
地
元
立
替
に
よ
る
借
入
金
に
よ
っ

て
ど
う
に
か
財
政
の
運
営
を
は
か
つ
て

き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
三
十
一
年

九
月
の
大
火
に
よ
っ
て
、
復
興
事
業
を

施
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

し
た
リ
当
時
の
財
政
状
況
は
市
債
や
地

元
立
替
金
の
返
済
等
も
あ
り
、
非
常
に

窮
乏
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
能
う
限

り
補
助
金
ま
た
は
市
債
の
借
入
れ
に
つ

と
め
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
二
年
度
に

お
い
て
四
千
三
百
五
十
九
万
円
、
昭
和

三
十
三
年
度
に

一
千
百

γ
六
万
円
の
赤

赤字解消計面

間
一
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稲
川
淵
週
明

位一

三
一口一日
H
Z
2
Z
じ一川

単
「
額
一一

一1

一泊

-F
一的
印
刊
叩
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d
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H
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一
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∞
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悟
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u
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一

可

J
司

J
n
o
n
o
n
U
つL
一A
守

一一万
一

一9

額
一

ω臼
白
川
山
小
山
間
一

b
f
τ
斗

4
l
n
6
n
u
?
』
つ
全
十
'

E
t

一Qd
n
O
F
O
E
J
q
U
9
1
三
日

赤
一

一

度

一

一

一M
お
お
訂
羽
拘
一合

な
お
、
赤
字
額
九
千
四
百
二
万
円
の

う
ち
、
利
率
は
元
金
五
五
、

O
二
O
千

円
に
つ
い
て
は
年
六
分
五
周
、
元
金
三

九、

0
0
0
千
円
に
つ
い
て
は
年
八
分

の
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

忍

耐

と

努

力

財
政
再
建
の
基
本
方
針

財
政
再
建
の
期
間

昭
和
三
十
四
年
度
を
始
期
と
し
、
昭

和
三
十
九
年
吏
を
終
期
と
す
る
六
年
間

と
す
る
。

財
政
再
建
の
基
本
方
針

ー
し
総
括
的
事
項

付
行
政
規
模
の
合
理
化
に
関
す
る
方

創
則

行
政
規
模
は
類
似
団
体
及
び
近

隣
市
の
状
況
を
比
較
検
討
し
て
、

本
市
の
財
政
力
に
適
合
さ
せ
る
。

同
組
織
の
簡
素
合
即
化
に
関
す
る
方

針
出
張
所
の
統
廃
整
理
を
行
う
。

本
庁
の
機
構
に
つ
い
て
再
検
討
を

加
え
、
簡
素
合
理
化
を
は
か
る
。

同
職
員
配
置
の
合
理
化
に
関
す
る
方

A
2
 

ィ
、
職
員
配
置
は
、
各
課
所
に
お

け
る
事
務
量
と
こ
れ
に
対
応
す

る
職
員
数
を
再
検
討
し
適
正
配

置
を
行
う
。

ロ
、
議
会
事
務
局
お
よ
び
各
種
委

員
会
事
務
局
職
員
に
つ
い
て

は
、
そ
の
相
互
間
ま
た
は
市
長

部
局
の
職
員
と
の
聞
に
お
い
て

配
置
転
換
、
兼
務
発
令
等
の
方

法
に
よ
り
職
員
配
置
の
合
理
化

を
は
か
る
。

同
事
務
処
理
の
能
率
化
に
関
す
る
方

点
主ィ
、
現
行
の
事
務
処
理
方
式
を
再

検
討
し
、
そ
の
改
善
を
は
か
る

と
と
も
に
事
務
処
理
の
能
率
的

執
行
を
は
か
る
。

ロ
、
職
員
研
修
を
強
化
し
、
あ
わ

せ
て
日
常
業
務
の
現
任
訓
練
を

行
う
ほ
か
、
各
職
員
の
能
率
向

上
の
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず

る。

∞
投
資
的
経
費
の
抑
制
お
よ
び
節
減

に
関
す
る
万
針

ィ
、
一
般
公
共
事
業
に
つ
い
て

は
、
事
業
認
承
額
に
対
す
る
負

担
額
が
財
政
規
模
を
上
廻
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
つ
と
め
る
と

と
も
に
、

単
強
事
業
に
つ
い
て

は
、
真
に
緊
急
や
む
を
得
な
い

事
業
の
み
に
止
め
経
費
の
節
減

に
つ
と
め
る
。

伺
そ
の
他
の
経
費
の
抑
制
お
よ
び
節

減
に
関
す
る
事
項

特
別
会
計
の
経
費
に
つ
い
て
は

極
力
経
費
の
節
減
を
は
か
る
と
と

も
に
、
収
入
増
加
の
方
途
を
講

じ
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
は

や
む
を
得
な
い
も
の
の
み
に
抑
制

す
る
。

歳
入
の
増
収
お
よ
び
確
保
に
関
す

る
事
項

付
税
の
増
収
お
よ
び
確
保
に
関
す
る

3 

品
調
達
の
改
善
な
ら
び
に
各
種

施
設
の
整
備
を
実
施
じ
て
、
経

費
の
抑
制
節
減
を
は
か
る
。

同
補
助
交
付
金
及
び
寄
付
負
担
金
の

抑
制
お
よ
び
節
減
に
関
す
る
事
項

法
令
に
定
め
る
以
外
の
も
の
に

つ
い
て
は
、
法
定
ど
お
り
前
年
度

の
基
準
財
政
需
用
額
の
百
分
の
三

に
圧
縮
す
る
。

2
、
投
資
的
経
費
の
抑
制
お
よ
び
節
減

に
関
す
る
事
項

付
補
助
事
業
の
抑
制
お
よ
ひ
節
減
に

関
す
る
事
項

ィ、

普
通
建
設
事
業
に
つ
い
て

は
、
園
、
県
補
助
金
お
よ
び
起

債
を
財
源
と
す
る
も
の
に
あ
っ

て
は
、
決
定
額
お
よ
び
許
可
額

の
範
間
内
で
実
施
す
る
。

ロ
、
災
害

復
旧
事
業
に
つ
い
て

は
、
当
該
事
業
の
緊
急
皮
を
勘

案
し
て
措
置
す
る
。

ハ
、
失
業
対
策
事
業
に
つ
い
て

は
、
お
お
む
ね
前
年
度
実
績
の

範
間
内
に
止
め
る
も
の
と
す

る。

∞
単
独
事
業
の
抑
制
お
よ
び
節
減
に

関
す
る
事
項

単
独
事
業
に
つ
い
て
は
、
起
債

許
可
額
、
そ
の
他
の
特
定
財
源
を

充
当
し
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
を
原

則
と
し
、
一
般
財
源
の
充
当
可
能

の
範
閥
内
に
お
い
て
必
要
最
少
限

度
に
止
め
る
も
の
の
と
す
る
。

3
、
そ
の
他
経
費
の
抑
制
お
よ
び
節
減

に
関
す
る
事
項

上
水
道
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
経
営
の
合
理
化
に
よ
り
漸
次
閉

会
計
に
対
す
る
繰
出
金
の
減
額
措
置

を
講
ず
る
。

× 

× 

× 

× 

× 

× 

歳

入

の

増

牧

お

よ

び

確

保

ー
、
税
の
増
収
お
よ
び
確
保
に
関
す
る

事
項

付
課
税
標
準
の
捕
捉
に
関
す
る
事
項

課
税
関
係
資
斜
の
蒐
集
整
備
、

課
税
標
準
の
実
態
調
査
、
検
祝

方
法
の
改
善
等
に
よ
り
適
確
な
課

税
を
は
か
る
と
と
も
に
、
税
務
機

構
お
よ
び
事
務
手
続
の
改
正
を
行

う
つ
な
お
園
、
県
税
関
係
機
関
と

の
連
絡
協
調
を
密
に
し
て
、
課
税

標
準
の
捕
捉
に
つ
と
め
る
。

同
徴
収
歩
合
の
引
上
に
関
す
る
事
項

納
税
思
想
の
促
進
を
は
か
る
た

め
、
納
税
組
合
の
指
導
、
育
成
に

努
力
す
る
と
と
も
に
、
未
設
置
地

区
に
対
し
極
力
こ
れ
が
設
置
を
し

よ
う
よ
う
し
、
事
務
処
理
の
改
善

等
に
よ
り
徴
収
成
績
の
向
上
に
つ

と
め
る
も
の
と
す
る
。

同
滞
納
整
理
に
関
す
る
事
項

滞
納
税
し
つ
皆
調
査
の
結
果
に

も
と
づ
き
、
分
納
醤
約
、
徴
収
猶

予
、
滞
納
処
分
お
よ
び
執
行
停
止

等
の
行
政
措
置
を
厳
正
に
し
、
税

源
を
維
持
し
つ
つ
滞
納
税
の
完
済

を
は
か
る
。
な
お
滞
納
整
理
に
つ

い
て
も
月
間
お
よ
び
年
間
の
整
理

計
画
を
策
定
し
、
整
理
実
績
の
検

討
改
善
に
つ
と
め
る
。

2
、
税
外
収
入
の
増
収
お
よ
び
確
保
に

関
す
る
事
項

付
使
用
料
の
増
収
お
よ
び
確
保
に
関

す
る
事
項

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
類
似
団

体
の
状
況
を
比
較
検
討
し
、
極
力

増
収
を
は
る
。
市
常
住
宅
ま
た
は

施
設
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
適
正

な
料
金
の
徴
収
に
つ
と
め
る
。

∞
手
数
料
の
増
収
お
よ
び
確
保
に
関

す
る
事
項

地
万
公
共
団
体
手
数
料
令
そ
の

他
法
令
に
よ
る
も
の
は
、
そ
の
最

高
限
度
を
徴
収
す
る
も
の
と
し
、

そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
類

似
団
体
の
状
況
と
比
較
し
て
増
収

を
は
か
る
。

同
財
産
収
入
の
増
収
お
よ
び
確
保
に

関
す
る
事
項

市
有
財
産
の
整
備
を
は
か
り
処

分
で
き
る
財
産
は
売
却
し
増
収
を

は
か
る
。

お

知

ら

せ

本
号
は
、
財
政
再
建
計
画
の
あ
ら
ま

し
を
特
集
と
し
ま
し
た
。
財
政
再
建
計

画
表
の
う
ち
歳
入
歳
出
年
次
綜
合
計
画

現
過
年
度
分
の
税
の
徴
収
計
画
お
よ
び

税
滞
納
整
理
計
画
を
別
表
と
し
て
発
行

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ロ

月

の

市

税

一

固
定
資
産
税

3
期
分

一

納

・

剣

口

月

お

日

・

ヂ



来
年
二
月

一
日
に
は

一
九
六
O
年
位

、)
ノ
ι
一界
農
林
業
セ
ン
サ

ス
が
実
施
さ
れ
る
乙

2
一
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
一

こ
の
調
説
は
、
十
年
目
ご
と
に
国
際

一
迎
合
食
料
炭
業
機
構
の
提
唱
に
よ
っ
民
家
に
あ
っ
て
は
世
階
員
の
状

一
て
、
世
界

一
O
O余
国
が
参
加
し
て
行
態
、
出
家
以
外
の
事
業
体
は
経

一

国
民
年
金
法
に
も
と
ず
く
老
令
、
母

一
・
前
符
号
と
同
斜
度
以
上
と
認
め
ら
れ

一
う
出
林
業
基
本
調
査
で
、

)
3・3

併山の
態
様

一
子
、障
害
福
祉
年
金
の
裁
定
請
求
は
、去

一

る
身
体
障
害
で
、
日
常
生
活
の
用
を

一
わ
が
国
と
し
て
も
将
来
に

ぷ

一一一
…

;

・
い

同
農
業
属
的
労
助

一
る
九
月
か
ら
社
会
福
祉
事
務
所
で
受
付

一

弁
ず
る
こ
と
が
不
能
な
程
度
の
も
の

一

定

J

)

-

¥

1
I
一
け
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
更
に
次
に
談
一

。

-

古
川
町
肝
ぺ
結

ぶ
ふ
…

一

信
越
珂
び
昨
一訪
ね
州
説
諮
問
刊
ね
紅
白

ME
一
花
岡
忠
治
市
議
逝
去
さ
る一

日
可

一
業
の
発
鹿
島
民
の
地
位

変

芳

…

査

ム

側

室

田

一
く
請
求
手
続
き
を
す
ま
せ
て
下
さ
い
。

一一

議

夢

市
議
会
議
員
と

一

則
悌

一
の
向
上
高
る
農
業
政
策

L
2開
片

側
農
業
用
の
資
材
お

一
老
令
福
祉
年
金

L

齢

較

し
て
昭
和
三
十

一

日
限

一
を
打
ち
た
で
な
け
れ
ば
叩

加

一…
空

型

都

噌

そ

の

十

一
O
明
治
二
士
一
年
十
一
月
一
百
か
ら
明

一一

繍

鰯

噂

一
年
四
月
か
ら

一

伊
都

一
ら
な
い
附
則
に
明
る
と
'v

参

一

切

一

一

で

肘
農
業
生
段
物

一

治
四
十
四
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の

一一

総

畿

勢

一

二

年
余
り
に
わ

一

開
問

一
わ

れ

山

T
;
だ

し

…

在

一

O
林
家
お
よ
び
林
家
以
外

一

団
地
ま
れ
た
人
で
、
七
十
オ
に
達

一一

ば

警

た
っ
て
活
躍
さ

一

(

一

弓

防

紺

ザ

絹

林

一一

時

…

山

林

野

ば

っ

て

は

一
障
害
福
祉
豆

一一
れ

抗

日

明

日

抗

予

一

一

tk-呈
-Z
1
1
内

世
帯
員
の
状
態
、

一
0
・初
診
日
が
昭
和
一一一十
四
年
十

一
月

一
一一
と
こ
ろ
、
去
る
十

一
月
七
日
永
眠
さ

一
事

務

所
が
行
い
、農
家
、

G:…月
一

林
家
以
外
の
林
業

一

日
4

別
で
あ
る
傷
病
が
な
お
っ
た
者
が

一一
れ
ま
し
た

02
に
衷
悼
の
態
を
表

一芸
お
よ
び
農
家
、
禁

Q
罪
…
2
J

事
業
体
に
あ
っ
て

一

そ
の
な
お
っ
た
日
に
お
い
て
当
該
傷

一一
し
御
室
を
お
習
い
た
し
ま
す
。

一
以
外
の
農
家
、
林

業

安

二・
??
一
…

7
l叩

は
経
岱
の
態
隊

一

病
に
よ
り
国
民
年
金
法
別
表
に
云
う
二

l
i
l
l
1
l
i
l
i
-
-

一
体
に
つ
い
て
は
、
市
で
行

d
世

叫

ん

白

山
林

一

一
級
に
該
当
す
る
程
度
の
廃
疾
の
状

一

l

l

i

l

i

-

-

一
う
乙

と

に

な

っ

て

い

ま

ぶ

…

…行"バ

一

同
出
円
林
お
よ
び
伐
採

一

態
に
あ
同
と
き
。

一

報

一

す。

，

〉

岡

林

産

物

一

軒

札

諮

問

主

て

に

汁

同

一九

一

十

二

月

の

家

畜

管

理

幸

一

調
査
は
十
二
月
一

日

現

在

の

状

態

国

農

業

用

地

一

た
と
き
、
年
金
州
支
払
れ
ぷ
た

一

一
で
、
来
年
二
月

一
日
に
実
施
す
る
場
合
今
後
の
農
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活

一

廃
疾
認
定
日
に
お
い
て
七
十
才
以
上

一

冬
は
家
畜
に
と
っ
て
も
栄
養
や
管
理
一
め
に
じ
め
じ
め
し
て
湿
気
の
量
が
増
加

一
の
制
資
対
象
を
あ
ら
か
い
い
め
限
定
す
る
則
さ
れ
る
基
礎
的
統
計
資
料
を
作
成
す

一

で
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
は
老
令
福
祉

一
の
不
十
分
か
ら
、
健
康
を
害
し
て
思
わ
一
し
て
き
ま
す
と
い
ろ
い
ろ
の
病
気
に
対

-

h

一
準
備
調
奇
と
本
調
査
に
分
れ
て
お
り
ま
る
の
に
大
い
に
役
立
つ
乙
と
を
よ
く
ど

一

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
ぬ
損
を
招
き
や
す
い
も
の
で
す
円
こ
れ

一す
る
抵
抗
性
が
弱
く
な
り
ま
す
。
換
気

昨
凶
一

す
の
で
、
該
当
す
る
方
に
対
し
て
調
査
理
解
い
た
だ
き
、
調
査
員
が
お
う
か
が

一法
別
表
に
い
う
一
級
と
は
大
体
次
の
と

一
か
ら
永
い
冬
の
管
理
の
良
い
恐
い
と
そ

一
窓
を
完
全
に
し
、
新
し
い
敷
わ
ら
を
常

j
一
員
が
訪
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
口

い
し
た
と
き
は
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お

一
お
り
で
す
。

一家
畜
を
上
手
に
飼
う
か
、
失
敗
す
る
か

一
に
入
れ
か
え
床
の
乾
燥
を
は
か
り
た
い

一

一
・
向
限
の
制
力
の
和
が

O
、
C
四
以
下

一
を
決
す
る
カ
ギ
で
も
あ
り
ま
す
。

一
も
の
で
す
。

一

本
調
査
で
の
内
容
は
概
ね
次
の
よ
う
願
い
し
ま
す
。

一

一

一

一

I
l
l
-
-
I
l
l
i
-
-
Il

-

-

I

l

l

i

-

-

I

l

l

i

-

-

一

の
も
の

一〈〉
畜

舎

の

保

温

と

換

気

一

と

の

ほ

か

運

動

不

足

が

ち

と

な

り

ま

一

ーー
1

1

1

1

1

1

1

1

1

一
・
両
耳
の
聴
力
損
失
が
九

O
デ
シ
ベ
竺

畜
舎
は
す
で
に
防
寒
設
備
が
完
全
に

一す
か
ら
日
光
を
浴
び
る
よ
う
に
し
、
畜

市
一

H

人

権

を

尊

重

し

ま

し

ょ

う

μ

了

目
民
間
は
耐
下
肢
の
機
能
に
者

二
一

附

両

信

μ
円

札

口

問

ぷ

間

一市
州
市
き
出
す
乙
と
を
忘
れ
な
い
で

一

一

し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

一躍
る
原
悶
と
な
り
ま
ず
か
ら
畜
舎
の
万

-

一

四

日

か

ら

人

権

週

間

一
.
担

間

以

む

一

位

以

托

…

一

一酢
蛸
尚
一
八
一
九
十
枝
川
崎
山
ぷ

畠
宇

一

一

く
も
の

一
き
る
だ
け
家
の
中
に
太
陽
の
光
線
が
射

ア
〉

一

北聞
か
ら
「
笑
う
門
に
は
、
福
来
る
」
と
一
O
人
脈
擁
護
委
員

一
・
体
幹
の
機
能
に
す
わ
っ
て
い
る
こ
と

一
し
こ
む
よ
う
に
し
て
保
温
に
留
意
し
な

一
い
わ
れ
、

一
家
が
何
時
も
に
こ
に
こ
栄
一

藤
井
秀
信
(
川
原
町
)
、平
沢
豊
治
(
金

一

が
で
き
な
い
程
度
、
ま
た
は
立
ち
上

一
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
し
く
暮
さ
れ
る
と
と
は
本
当
に
幸
福
な

一

尾
町
)
、
明
野
別
郎
(
浜
経
由
)
、加
藤

一

る
乙
と
が
で
き
な
い
程
度
の
障
害
を

一

ま
た
換
気
が
悪
い
と
ガ
ス
が
た
ま
り

一
こ
と
で
、
税
し
も
望
む
と
こ
ろ
で
す
。
一

長
友
エ
門
(
村
木
)

一

有
す
る
も
の

一
そ
の
う
え
敷
わ
ら
が
家
畜
の
糞
尿
の
た

良

一

し
か
し
、
お
前
は
子
供
だ
か
ら
、
女

一

4
5
一
M
m
蛇

む

同

M
M
K
M一
刷
物

一

。

ま

と

ま

っ

た

衛

生

活

動

。

一
め
な
い
こ
と
で
、
そ
れ
が
た
め
に
は
、

一

一
説
で
あ
ろ
う
と
売
別
な
く
白

山

に

号

。

実

を

ぶ

。

一
い
カ
で
き
、
正
当
な
主
張
が
聞
き
入
れ

一

t:

一
ら
れ
る
と
い
う

「人
の
人
柄
舎
尊
ぶ
」一

一
気
持
ち
が
、
お
瓦
い
の
心
の
中
に
あ
っ

一

f
一
て
乙
そ
、
始
め
て

一
家
の
川
淵
が
仰
ら
一

f
一
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
c

一

安
一

巡
法
で
も
、
乙
の
よ
う
な
人
権
の
保

一

日

一
陣
が
打
山
さ
れ
、
ま
た
国
際
辿
合
で
決

一

ー
一

議
さ
れ
た

「
世
界
人
舵
丘
一戸一

に
お
い

一

ヨ
一
て
も
人
権
を
尊
弔
す
る
こ
と
が
世
界
に
一

2
一
お
け
る
自
由
、
正
義
、
平
和
の
基
附
で

一

寸
一
あ
る
と
明
記
し
て
お
り
ま
す
。

，
一

こ
の
た
め
、
世
界
各
国
と
も
十
二
月

-

巧
一

十
H
は
「
人
権
ヂ
l
」
と
し
て
記
念
し
て

荊

一
い
ま
す
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
十
二

昭
一
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
を
毎
年
一
人
権

一
組
問
」
と
定
め
て
お
り
ま
す
。
今
年
は

m

l

一
十

一
回
は
に
あ
た
り
ま
す
が
、
乙
れ
を

一Y
一
機
会
に

一
回
人
権
尊
重
の
大
切
な
乙
と

3
一
を
深
く
即
解
し
、
身
近
か
な
家
庭
よ
り

町
一

ま
ず
福
の
神
を
招
き
た
い
も
の
で
す
0

・
一

な
お
、
人
権
問
題
等
で
お
困
り
の
万

じ
ぶ

は
遠
慮
な
く
次
の
所
に
ご
相
談
下
さ
い

。
富
山
地
万
法
務
局
魚
油
支
局

な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
調
査
員
が
面
接

し
て
行
う
と
と
に
な
り
ま
す
。

。
農
家
お
よ
び
農
家
以
外
の
農
業
事
業

士山
T

j
n
}
 

新
た
に
福
祉
年
金
を

受

け

ら

れ

る

人

結

環
境
衛
生
模
範
地
区
に
選
ば
れ
た
日
力
社
宅

日
本
・カ
ー
バ

イ
ド
紀
念
社
宅
(
村
木
)

は
、
厚
生
符
主
併
の
環
境
術
生
改
善

模
範
地
一似
に
批
せ
ん
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
全
国
十
二
地
区
の

う
ち
に
選
ば
れ
厚
生
大
臣
賞
(
ほ
か

に
伺
日
新
聞
社
賞
、
環
境
衛
生
協
会

長
賞
〉
を
受
け
ま
し
た
り
で
は
乙
の

地
区
の
実
態
を
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ

久
ノ

0

想
の
北
間
放
に
乗
り
だ
し
、
紀
念
社
宅
内

の
徹
底
し
た
術
生
活
動
を
展
開
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
二
十
四
年
に
は
春、

秋
の
定
期

大
捕
除
、
更
に
二
十
五
年
に
は
、

三
ヶ

月
ど
と
の
大
掃
除
、
石
灰
徹
命
、
家
屋

内
の
カ
‘
ハ
ヱ
駆
除
を
行
い
、
婦
人
の

協
力
を
得
て
ね
ず
み
退
治
、
月
毎
の
下

水
階
掃
除
も
自
主
的
に
行
な
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
結
果
、
二
十
九
年
に
は
、
衛
生

前
動
が
認

ωら
れ
て
県
術
生
部
長
賞
、

市
長
賞
の
表
彰
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

更
に
各
戸
の
ゴ
ミ
箱
の
あ
っ
旋
整
備

を
し
た
り
、
貯
水
池
を
利
用
し
、
コ
イ

脅
放
魚
し、

飼
育
と
害
虫
駆
除
を
は
か

り
ま
し
た
。
便
所
に
つ
い
て
も
マ
ン
ホ

ー
ル
式
に
切
り
か
え
た
り
、
台
所
の

排
水
口
に
金
網
を
は
り
、
ね
ず
み
の
出

入
を
防
ぐ
こ
と
等
に
も
力
を
入
れ
ま
し

昭
和
一一
J
l

一
年
に
こ
の
地
区
に
コ
レ

ラ
忠
者
の
発
生
を
み
た
た
め
、
乙
れ
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
附
和
二
十
三
年
に

は
親
和
会
防
疫
班
を
組
織
し
.
じ
れ
を

基
胞
と
し
て
術
生
部
を
つ
く
り
活
動
を

始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
街
生
指
導
者
の
育
成
に
つ

と
め
、
保
健
所
等
の
位
話
で
術
生
一
講
話

講
習
会
、
幻
灯
会
を
ひ
ら
き
、
術
生
思

た
っ
一
方
、
日
カ
工
場
側
の
理
解
あ
る

協
力
で
石
灰
な
ど
の
配
給
を
受
け
る
な

ど
恵
ま
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
ま
と
ま
っ
た
組
織
活
動
と

指
導
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
、
こ
の
た

び
の
受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
、
私
た
ち

の
環
境
は
す
べ
て
清
潔
で
住
み
よ
い
も

の
に
し
た
い
も
の
で
す
D

(
写
真
薬
剤
撒
布
作
業
)

(
内
科
的
疾
忠
に
も
と
ず
く
身
体
障

害
で
あ
っ
て
、
前
各
号
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
も
の
を
除
く
)

中
風
等
の
症
状
が
固
定
し
て
い
る
場

合
も
該
当
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で

係
へ
問
い
合
せ
て
下
さ
い
。

母
子
福
祉
年
金

。
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
昭

和
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
夫

が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
夫
の
死

亡
当
時
、
夫
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し

た
二
十
才
以
上
六
十
才
未
満
の
妻
が
、

夫
の
死
亡
の
当
時
夫
ま
た
は
妻
の
子

で
義
務
教
育
終
了
前
の
も
の
と
生
計
を

同
じ
く
す
る
と
き
(
夫
の
死
亡
の
当
時

夫
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
た
者
に
限

る
)昭
和
一
一
一
十
四
年
十
一
月
一
日
で
、
す

で
に
年
金
を
受
け
る
乙
と
が
で
き
る
人

で
ま
だ
請
求
を
し
て
い
な
い
方
は
至
急

手
続
を
と
っ
て
下
さ
い
。

就
学
児
の

種
痘
と
健
康
診
断

来
春
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん

の
健
康
診
断
と
積
痘
は
次
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
す
。

(
日
程
は
種
痘
、
健
牒
診

断
日
の
順
)

経
団
校
下
日
四
日
、
七
日

住
吉
、松
倉
、天
神
校
下
H
七
日
、
九
日

上
中
局
、
上
野
万
、
片
貝
、
道
下
、
問

布
施
、
白
倉
校
下
リ
八
日
、
十
日

大
町
校
下
H
九
日
、
十

一
日

本
江
校
下
H
H
十
四
日
、
十
六
日

場
所
は
い
す
れ
も
小
学
校
で
行
い
、

時
間
は
午
后

一
時
か
ら
三
時
な
い
し
四

附
と
な
っ
て
い
ま
す
。

，・3
'
唱、，，.、，
f
J
e
J
，、tミ
J
'K

寄

付

一O
、
0
00
円

金

屋

町

岸

本

政

雌

(
亡
父
仙
之
助
死
去
に
よ
る
遺
志
)

一O
、
0
0
0円

大

光

寺

巾
政
を
研
究
す
る

青

年

議

員

本
議
会
五
日
に

;明るい;テレビのおくりもの

:話 題;母子寮の児童に
経田母子寮の児童たちは、めぐまれ
ない環境を自分たちの力で明るくしよう
と、 夏から児童全部で余Iij誌を利用してチ
ャックなどの内i践をつづけてきました。
乙のことが附近の人たちの心を動かし、
みんなで、乙の児童たちにテレビを贈ろ
うと話がまとまり、平伝寺二区の有志か
らi5.000円、入井吉雄さんから8.000円、
寮母鶴見さんから6.500円の寄付があり、
乙のたびテレビを購入することができま
した。
児童たちは乙のうれしい贈物に、ます
ますよい子になってお母さんを助け、勉
強しようと張切っています。

12月の 冬型の気圧配置がl時々 発
天気概況 達するため曇りや雪の日
が多く、上、 下旬は季節風の強くなる日

があって気温も一時的にかなり下ること

がありましょう。月を通じて平j名気湿は

平年並、降水量も大体平年故また日間Jは

多少多い見込みです。

魚
津
市
連
合
背
年
団
で
は
、

青
年
の

市
政
に
対
す
る
認
識
と
自
覚
を
深
め
る

目
的
か
ら
さ
き
に
青
年
議
員
三
十
名
を

団
員
の
中
か
ら
選
び
ま
し
た
。
そ
の
後

三
ヶ
月
に
わ
た
り
、
市
の
予
算
を
研
究

し
た
り
、
数
グ
l
w
プ
に
わ
か
れ
関
係

課
長
を
講
師
と
し
て
市
政
の
研
究
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

去
る
二
十
一
日
に
は
組
織
議
会
を
ひ

ら
き
議
長
な
ど
を
き
め
ま
し
た
が
、
十

二
月
五
日
(
土
)
午
前
九
時
か
ら
市
議
場

で
本
議
会
を
ひ
ら
き
、
今
ま
で
研
究
し

あ
っ
た
こ
と
を
も
と
に
活
躍
な
質
問
や

討
論
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
五
年
を
迎
え
、
市
民
相
v

γ

互
の
親
睦
を
は
か
り
、
新
春
を
お
祝
〈

~
い
す
る
た
め
新
年
祝
賀
交
換
会
を
次
)

魚
津
市
と
富
山
県
出
漁
組
合
連
合
会

い
の
と
お
り
開
催
し
ま
ず
か
ら
希
望
者
~
が
主
催
で
、

電
話
級
無
線
通
信
士
養
成

~
は
+
=
月
二
十
日
ま
で
総
務
凱
へ
申
γ

一講
習
会
を
来
年
の

一
月
十
一
日
か
ら
五

一
込
ん
で
下
さ
い
。

〈
一十
日
間
(
昼
)
魚
津
水
族
館
で
ひ
ら
き
ま

~・

と

き

昭

和

三
十
五
年
元
旦

γ

一す
。
受
講
料
は
三
、
0
0
0円
で
、
諮

午

前

十

時

か

ら

こ

習
会
終
了
後
、
臨
時
国
家
試
験
を
行
い

・一
ま
す
。受
講
希
望
者
は
商
工
水
陀
却
(
電

(

新

年

祝

賀

二
八

一
八
)
へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

交

換

会

一

一

|
|
|
I
l
l
i
--

一・

と
と
ろ
凶
部
中
学
校
講
堂

一
一

自

衛

官

募

集

~・

会

費

百
五
十
円
(
申
込
み
と
J

一一受

付

一

月

十

四

日

ま

で

同

時

に

納

入

)

九

一
試

験

一

月

二

十

日

頃

名
簿
作
成
の
都
合
上
、

二
十

一
日
二

係
用
予
定

…一一月下
旬

，H
以
後
の
申
込
み
は
受
付
け
ま
せ
ん
n

へ
一
応
募
資
格
昭
和
旧
年
3
凡
2
H
か
ら

!
'
l
j
!

'

一

昭
和
げ
年
3
月
!
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
も
の

試
験
制
凶
中
学
卒
業
程
度

筆
記
試
験
(
国
語
、
作
aX、
数
学

社
会
)
身
体
検
査
、
口
述
誠
験

く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
市
他
所

市
民
課
に
お
問
合
せ
下
さ
い
c

各
白
木
を
ヒ
リ
か
え
で

五
日
間
水
に
J
四
明
性
ぽ

虫
は
内
全
自
で
で

亮
ん
で
し
ま
ラ
.
よ

年
賀
放
、
贈
答

小
包
等
の
差
出

し
は
早
目
に

年
末
か
ら
年
始
に
か
け

て
郵
便
物
の
取
敏
い
が
増

え
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う

な
事
項
に
つ
い
て
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

。
年
賀
状
は
十
二
月
二
十
三
日
、
贈
答

小
包
、
印
刷
物
は
十
二
月
十
五
日
頃

ま
で
に
お
出
し
下
さ
い
。

〈〉
郵
便
物
の
あ
て
先
は
、
ハ

ツ
キ
リ
と

(同
居
者
あ
て
名
の
場
合
は

「
何
々

万
」
と
)
お
書
き
下
さ
い
。

。
小
包
は
相
当
に
幅
そ
う
し
ま
す
か
ら

包
装
を
完
全
に
し
、
年
内
は
荷
札
を

つ
け
て
お
出
し

F
さ
い
。
(
郵
便
局
)

電
話
級
無
線
通
信
士
養
成

講
習
会
受
講
生
を
募
る

宮

本

文

雄

宮
本
三
次
郎

(亡
父
文
蹴
死
去
に
よ
る
香
志
)

二
、

0
0
0円
新
町
二
区

岡

本

克

己

(
亡
父
文
作
死
去
に
よ
る
遺
志
〉

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

紘
一家
髭
総
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ま
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